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１ ．地形･地質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1-2 北アルプスとその周辺の

地質と地形 

図 1.5 対象エリアの地質図 
 （出典：4,5) 

高瀬ダム 

七倉ダム 

大町ダム 

高
瀬
川 

黒 

部 

川 

黒部ダム 

鹿島槍ヶ岳 

姫 

川 

槍ヶ岳 

剱岳 

大町市 

黒部市 

白馬村 

野口五郎岳 

鷲羽岳 
三俣蓮華岳 

硫黄岳 

燕岳 

餓鬼岳 

大天井岳 

爺ケ岳 

蓮華岳 

唐松岳 

白馬岳 

水晶岳 

五竜岳 

浄土山 

薬師岳 

針ノ木岳 

鹿
島
川 

乗鞍岳 

松川村 

図幅「高山」

図幅「富山」 

欅平 

0 5 10km 

黒 

薙 

 川 

Gkt

Gk

Mo 

Gt

Hｇ ４

Hｇ ３

U 

J１  

Vn３

Vn１

Vn２  

Vn１  

P 

F

Gt 

Sr 

Ha 

Gt

Ga 

Ga

Vt

Ga 

Vt 
Fs 

T３  

Ka 

Gkt
Gkt

F

F 

F

P

P

P

P

P P 

P 

P

P 

P

F

P

P

U 

U 

U

U
U

U

U 

U 

U 

U

U 

Vn１

Vn１
Vn３

Vn３  

Mo 

Hｇ ４

Ga 

Ga

Gt 

Gt

Sr 

Ha 

Ha

Gt

Gt

Ga 

Ga

Ga

Ga

Ga

Fs

Fs

Ka 

Ka

Ka

Ka

VtVt

Vt

Fs

FsFs
Fg

Fg

Sg

Ha

北アルプスとその周辺では、地中で冷え

固まって隆起した花崗岩類（図の赤・桃色

系統）が多くみられます。花崗岩類は形成

時期や深さの違いで、粒子の大きさや密度

が変わり、風雨に対する耐性も変化します。

最も広い面積を占めているのは有明花崗

岩（Ga）で、高瀬川上流部や黒部ダムの上

流部等にみられ、白亜紀後期～古第三紀に

かけて形成された花崗岩類です。これより

古い年代の花崗岩は、その西側や北西側に

広く分布し、剱岳など立山連峰一帯のジュ

ラ紀の花崗岩類（Fs、Hg4）、や黒薙川流域

の白亜紀前期の花崗岩類(Gkt)があげられ

ます。これらより新しい時期に形成された

花崗岩類は、欅平一帯～黒部ダム付近･針ノ

木雪渓付近にかけて分布する滝谷花崗閃緑

岩・黒部川花崗岩（Gt）です。世界で最も

新しい花崗岩のひとつで、約 140～70 万年

前（第四紀）に隆起したものです。 

このように、様々な年代の花崗岩類が分

布するのは、国内でも他にはないといわれ

ています。 

 

一方、花崗岩類以外の地質は、大町市の

北西部～白馬村にかけて多くみられ、様々

な年代と種類の地質が分布します。 

五竜岳～蓮華岳の東側の火山

岩類（第四紀前半;Ha,Sr）のほか、

白馬岳一帯では、ニ畳紀の蛇紋岩

類(Ｕ)や堆積岩類(Ｐ)、ジュラ紀

の堆積岩類の地質(Ｊ１)が、その北

側の白馬乗鞍岳一帯にかけては

第四紀の火山噴出物（Ｖn１～3）が

分布します。 

上記のなかでも、古い時代の地質は、海

洋プレートが海溝で大陸プレートの下に沈

み込む際に、海洋プレートの上の堆積物が

はぎ取られ、陸側に付加し、その後隆起し

たものと考えられています。 
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【コラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北アルプスの群発地震の震源は各所に分布し

ています（9 ページ下図面参照）。これは、地下

で流体であるマグマが関係していることを示唆

していると考えられています。また、「震源の深

さが浅い直下型地震が多い」ことにも、地下の熱

いマグマが関わっているようです。 

 

一般的に巨大地震は、ひずみが溜まり、それが

限界に達したときに、煎餅がふたつに割れるよう

な破壊（脆性破壊）が起きるというしくみで発生

します。 

北アルプスは、これと異なり、近い位置にある

マグマの熱さにより岩盤がやわらかくなり、それ

が地表から近い位置にあるため、地震の元となる

ひずみも溜まりにくくなっています。  

このため、発生する群発地震の震源は浅く、規

模は小さくなります。北アルプス一帯で近年発生

した地震でも最大 M5.5 であり、これ以上の規模

の地震の発生は考えにくいとされています。 

 

 

 

 

◆硫黄岳・鷲羽岳・水晶岳  （▲⑨） 

硫黄岳・鷲羽岳・水晶岳の一帯は、比較的新しい

火山帯です。 

硫黄沢では、マグマの噴出自体は確認されていま

せんが、いまでも噴気が出ています。また、水晶小

屋の脇には、鷲羽岳や雲の平から噴出したマグマの

通り道（「火道」）が残っています。 

このようにマグマが通る場所は、熱水なども一体

で通過するため、変質して赤くなっていると考えら

れています。 

北アルプスの群発地震 

北アルプスの群発地震には、その地下にある熱

いマグマが関係しているという説があります。 

マグマ由来の高温の温泉やガスなどが岩盤に

浸透すると、摩擦係数が下がります。これにより

ひずみがかかっている岩盤が滑り動き、地震が起

きるというしくみです。 

 

 

図 1.18 群発地震発生のイメージ図 

写真 1.11 熱水変質を受けた岩（水晶小屋にて撮影） 

硫黄尾根一帯は熱水変質の影響で赤茶けており、植生が
ほとんど定着していない（大天井岳より撮影） 

硫黄尾根 

樅沢岳 

写真 1.10 硫黄尾根の状況 
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【コラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イノシシの生態 

大町ダム周辺では、イノシシが現れた痕跡があ

ちこちで確認されています。イノシシは、特徴的

な行動を示す動物です。 

①行動時間 

イノシシは本来昼行性ですが、夜行性を示すこ

ともあります（昼間に猟区で猟師に追われるイノ

シシ、人家近くに出没するイノシシ等）。 

②湿地を利用する 

イノシシは、体温調節や寄生虫落としのために

水浴びや泥浴びを行う習性があります。そのため

に、湿地に出没することが想定されます。 

③芝を掘り返す 

イノシシは、芝を含む草本の根を餌として好む

ため、それを求めて芝を掘り返します。特に餌が

少なくなる晩秋～冬にかけて植物の根をよく食

べるため、掘り返し被害も多くなるようです。 

捕食者飽和 

多くの野生動物の餌となるドングリは、実りが

少ない不作の年が時々あります。不作の年は、野

生動物による農作物被害等も増え、社会問題とな

ります。 

実は、このドングリの豊凶の現象は、ブナが動

物にドングリを食べられないようにするためで

す。毎年同じ量の実をつけると、それに見合った

ネズミやリスを養うことになり、実を全部食べら

れてしまいます。ところが、ドングリが実らない、

もしくは少ないと、ネズミやリスも少なくなる。

そこへ翌年に大量に実をつけ、食べきれない実が

翌年発芽し、子孫を残せるという仕組みです。こ

の仕組みを「捕食者飽和」といいます。山全体で

リズムが揃うのは、ブナの花芽がつくられる前年

の気温や降水量が影響し、同調するためです。豊

凶の小さなリズムはおよそ 1 年置きであり、5 年

～7年に1度などのリズムで一気に大量の実をつ

けると言われます。 

【シカ（ニホンジカ）】 

シカは、草食動物です。植物の葉、芽、樹皮、果

実を餌としており、その量は1日約3kgに及びます。

近年、北アルプスの山麓部においても、シカの生

息数が増加し、生息範囲が拡大しており、高山帯で

の高山植物の食害等が懸念されています。北アルプ

スを含む中部山岳国立公園では、ニホンジカ対策方

針を設け、高山、亜高山帯の脆弱な生態系を守る取

り組みを行っています。 

 

【イノシシ（ニホンイノシシ）】 

イノシシは、雑食性の動物ですが、動物食は全体

の数％であり、ほとんどは植物食です。 

地表から地中にかけての各種の植物と動物を掘

り返して食べます。主にクズ・ススキなどの根茎、

植物の葉、果実、堅果などを食べています。ニホン

ザル同様に、各地で農業被害が発生しています。 

■大きさ：100～130cm 

■生息環境：亜高山以下の森林

■食性：植物食 

■繁殖期：9～11 月 

■特徴：日本では唯一のシカ科

動物。オスのみに角が生え、

毎年生え変わる。食物環境、

生息環境にあわせて、数キロ

から数十キロメートル季節移

動を行うことがある。 

■大きさ：110～160cm 

■生息環境：常緑広葉樹林、落

葉広葉樹林、里山の二次林、

平野部など広く分布 

■食性：植物食傾向の強い雑食

性 

■繁殖期：12～2 月 

■特徴：生まれて 4 か月くらい

まで背中に縞模様があり、ウ

リボウと呼ばれる。 

ニホンジカ シカ科 

ニホンイノシシ イノシシ科 

写真 4.4 高瀬渓谷緑地公園で確認されたイノシシ 
による掘り返しの痕跡 

ニホンカモシカ ウシ科 

■大きさ：70～85cm 

■生息環境：亜高山帯以下の森

林、ブナやミズナラを中心と

した落葉広葉樹林 

■食性：植物食（落葉広葉樹や

針葉樹、草木の葉） 

■繁殖期：10 月下旬～11 月 

■特徴：特別天然記念物の動物。

オス、メスともに 2 本の角が

ある。 
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36 

  登山の利用者層は 30 年周期で変化している。 

・昭和 40 年代後半から昭和 50 年頃までは、燕山荘

宿泊者の 80%は槍ヶ岳を目指していた。燕山荘か

ら槍ヶ岳までは約 9時間かかるため、登山客の出

発は早く、朝 4時の朝食には、食堂前に長蛇の列

ができ、朝 6時には誰もいなくなる毎日だった。

【七倉山荘 田中豊氏】 

・昭和 40 年代のピーク時には、年間 1万 2千人（烏

帽子岳等の裏銀座方面へ 1万人、湯俣方面へ 2千

人）の登山客があった（※１）。 

・湯俣の晴嵐荘には、登山ピーク時には一日 200 人

宿泊した実績がある。 
（※1：東京電力七倉通行ゲートでカウントしている現在の登山利

用者は、入山者と下山者を合計して 9928 人、タクシー利用者

数（七倉～高瀬ダム）17,606 人（H26 年度実績）） 

【コラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『湖水誕生』に描かれた登山ブーム 

『湖水誕生』（曽野綾子著､昭和 60 年 1 月）は、

高瀬ダム建設（昭和 44 年着工、昭和 54 年竣工）

を描いた作品です。 

著者は高瀬ダムの現場に７年間熱心に通いつ

づけ、ダム工事作業を繰返し見聞し、時に作業を

体験し、ロックフィルダムの施工プロセスを事細

かに、湖水誕生までを書きおろしました。 

 この湖水誕生の中でも、昭和 40 年～50 年代は

槍ヶ岳、烏帽子岳、野口五郎岳など北アルプスを

目指す登山者が非常に多い登山ブームで、梅雨明

け頃から登山者が急増し、１日 300 人ほどになる

こともあったと描かれており、当時の北アルプス

登山の状況を垣間見ることができます。 

槍ヶ岳・燕岳の登山ルート 

山小屋関係者から、槍ヶ岳、燕岳に向かう登山

ルートに関するお話をお聞きしました。このお話

や過去の地図等をもとにルートを作図したのが

図 5.7 です。（この図では、現在廃道になってい

るかつての登山道は、破線で示しています） 

昭和初期地形図に記載

され現在もある登山ル

ート 
 
昭和初期地形図や過去
のガイド地図等に記載
され、現在は使われて
いない登山ルート 
 

電気軌道 

馬車軌道 

旧発電所位置 

昭和初期地形図に記載

されている主な山小屋

（出典：32,39) 

＜山小屋関係者からのヒアリング記録概要＞ 

◇カモシカ新道：ルート上にコブが二ヶ所あり、

尾根付近で底が抜けて廃道となった。昭和 52

～53 年頃修復されたが、いずれは崩れるだろ

うといわれていた。高瀬ダムの建設頃から登山

者が減り、現在は廃道となっている。 

◇川九里沢：ルート上に滝があり、ザイルが必要。

◇東沢：昭和 50 年代まで営林署の方々が行き来

していた。距離はあるが、緩やかな登りでおす

すめルートである。現地には土石流対応の堰堤

が複数建設してある。工事等のために当時は索

道が張られ、物資を運んでいた。索道は平成元

年頃撤去された。 

◇燕山荘では、中房温泉側から燕岳、大天井岳ま

で登山道の整備を行っている。東沢側からのル

ートは整備できていない。 

〇宮田新道：つり橋の落橋、千天の出合までの登

山道再整備が必要な状況。 

〇平成 10 年頃、大町市の観光課やガイド組合の

方々と晴嵐荘から千天出合まで登ったが、約

4km を 1 時間程度で行けた。 

□宮田新道：現在は川歩きが必要であり、まき道

やくさり場、はしご 2 か所の整備が必要。 

◇燕山荘 赤沼健至氏  〇槍ヶ岳山荘 穂苅康治氏 

□七倉山荘  田中豊氏 

この図は、国土地理院発行の 5 万分の 1 旧版地図

(立山、槍ヶ岳、大町、信濃池田（昭和 7～8 年発

行）)を使用したものである。 

図 5.5 昭和初期における高瀬渓谷から北アルプスへの 

登山道及び電気・馬車軌道 模式図 

（出典：33,39,40 及びヒアリング調査より作成） 
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 出典他
＜４.動物＞

23ページ コナラ･クリ、ツキノワグマ、ニホンザル、ニホンカモシカ写真 大町ダムホームページ写真ギャラリーより

24ページ ニホンジカ ㈱環境アセスメントセンター提供

24ページ ニホンイノシシ ㈱環境アセスメントセンター提供

24ページ イノシシのフィールドサイン　右 大町ダム管理所　巡視の際の撮影写真

24ページ イノシシのフィールドサイン　左 大町市 傳刀章雄氏 撮影写真

25ページ オシドリ 高瀬渓谷観察ノート掲載写真

25ページ マガモ 大町ダムホームページ写真ギャラリーより

25ページ カワアイサ ㈱環境アセスメントセンター提供

26ページ ヨタカ ㈱環境アセスメントセンター提供

26ページ ヤマセミ ㈱環境アセスメントセンター提供

26ページ イワツバメ 大町ダムホームページ写真ギャラリーより

26ページ ハチクマ　コハクチョウ　オオヨシキリ ㈱建設環境研究所　提供

26ページ アトリ ㈱環境アセスメントセンター提供

図4.1　 水辺環境写真一式 平成24年度　大町ダム水辺現地調査（魚類）業務　報告書

図4.1及び 図4.3　魚類写真 平成24年度　大町ダム水辺現地調査（魚類）業務　報告書

31・32ページ 主なハビタットでみられる昆虫類5種類 大町ダム自然環境調査業務委託（昆虫）　報告書　平成18年3月　

32ページ ウスバシロチョウ 大町ダムホームページ写真ギャラリーより

32ページ ムラサキケマン ㈱建設環境研究所　提供

＜５．人と山と水の関わり＞
写真5.1 大町エネルギー博物館に遷座された石仏 水源地域ビジョン推進業務報告書　平成23年3月

写真5.2
葛温泉にある薬師堂（左上）と観音堂（右上）湯道から
移設された石仏（下）

水源地域ビジョン推進業務報告書　平成23年3月

コラム写真 石仏個別写真4枚 水源地域ビジョン推進業務報告書　平成23年3月

写真5.3 当時の電気鉄道軌道と貨車　 相模一男氏提供

写真5.4 営林局による軌道利用 相模一男氏提供

写真5.5 旧高瀬川第一発電所 エネルギー博物館展示物より撮影

写真5.6 高瀬川第3発電所工事中の写真 エネルギー博物館展示物より撮影

38ページ 　　高瀬ダム･七倉ダム空中写真 大町ダム管理所撮影　空撮写真

38ページ 　　新高瀬発電所写真 東京電力株式会社　高瀬総合制御所より提供

38ページ 　　中の沢発電所写真 東京電力株式会社　高瀬総合制御所より提供

写真5.7 登山客でにぎわう大町駅前 『ふるさと大町』荒井和比古監修,郷土出版社

写真5.8 災害前後の葛温泉 高瀬渓谷観察ノート掲載写真

写真5.9 大町ダム建設前後の高瀬渓谷の様子 大町ダム管理所撮影

写真の内容･名称等
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